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いて概説している。特に、カロリー制限 (CR) やメチオニン (Met) 制限などの食餌制限は、
単細胞生物の酵母から哺乳類まで寿命を延長し、その機構として target of rapamycin複合体



































が明らかとなった。特に、SAM 合成の促進は、ATP の消費によって AMPK を活性化して
寿命延長する。また、本寿命延長機構は CR と同様な仕組みによるもので、ヒトにまで高
度に保存されている可能性が高い。SAMは、ヒトにおいて肝疾患や鬱、アルツハイマー病
などの脳機能にも効果があることが報告されている。今後、SAMが関わる寿命延長機構の
解析は、老化に伴う疾患、例えば生活習慣病の予防・改善にもつながるヒトの健康維持に
有用な知見を与えるものと考えられる。 
 
以上より、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと
判断する。 
 
 
 
 
 
 
 
備考 審査の要旨は，1,500字程度とする。 
